
2024年 7月号

日光市民活動支援センター

〒321-1261 日光市今市304-1 2階

OPEN 9:00～23:00（19:00以降は会議室利用時のみ開所）

TEL / FAX 0288-22-2271 URL https://nikko-shiencenter.jp/

ホームページへはこちらの

QRコードからアクセス！

梅雨の時期に入り、ジメジメとした気候が憂鬱に感じる今日このごろです。そんななか、新紙幣が約20年ぶりに発行されます。

すべての人が使いやすいことを目的としたユニバーサルデザインの採用や、偽造を防ぐための最先端技術にも注目です！この機会

に、肖像画となった偉人たちについて学んでみると、新たな気付きがあるかもしれません。

今年の暑さは一層厳しくなる見込みですので、水分補給を意識的に行うなど熱中症には気を付けながらお過ごしくださいね。

センター会議室予約

受付開始日時のお知らせ

R６年10月分 7月１日(月) 午前９時

R６年11月分 8月１日(木) 午前９時

※ 開始日の午前中は来館者のみ受付、
電話での受付は正午からとなります。

≪お盆期間中のご利用≫ お盆期間中（8/13～16）も通常通り開館いたします。

≪入り口のご案内≫ 1階 歴史民俗資料館・二宮尊徳記念館が休館で正面入り口が閉まっている時は、

駐車場北側の入り口（9時開館）をご利用ください。

≪臨時休館のお知らせ≫ 11/2(土)・3(日)・4(月)の3日間、害虫駆除の燻煙作業を行うため臨時休館とさせていただきます。

ご迷惑をおかけいたしますが、ご理解とご協力をお願いいたします。

お 知 ら せ日光市民活動支援センターからの

日々の情報をリアルタイムでお届け♪
＿

センターの公式LINEが始まってもうすぐ１年☆

たくさんの方のご登録ありがとうございます！！
_

公式LINEでは、月１回 広報紙にこっと！の配信をしています。

他にも、団体さんのイベント情報・センターの日常など、写真付きで

投稿していますので是非ご覧ください♪知りたい情報が見つかる

かもしれません！

センターのページを フォロー していただくと、最新の情報を

受け取りやすくなりますので、ぜひフォローをお願いします！

日程 7月25日(木) 10時～12時

受付 9時45分から

会場 日光市民活動支援センター

対象 小学1~6年生 10名程度

参加費 無料 申込締切 7/18(月)

申込先

日光市民活動
支援センター

0288-22-2271

QRコードからも
お申込できます

⇩

日光ボランティア・市民活動フェスタ2024 ＠中央公民館・今市文化会館 10月12日（土）開催決定！！

今年のテーマ 『考えよう地域の自立～みなさんはどう動く？～』 ※7/1より参加受付開始※

※ LINE友達追加がまだの方は

こちらからご登録ください

②①

【フォローの仕方】

① センターの トーク 画面を開き、右上の書類のよう

なボタンをタップ！

② 中央の フォロー を押したら、フォロー完了です！

フォロー後も①の手順でセンターの投稿を見ることができます♪

操作がわからない場合はセンターのスタッフまでお声がけください



　　

あなたの団体の活動をPRしませんか？

取材をお受けいただける団体さんがいましたら、お気軽にセンターまで
取材希望の団体さんを募集しています

～ 守るためには、まず知ること ～

今市の自然を知る会

皆さん、こんにちは！動物担当の吉田です！

私の最近の楽しみは、庭での”野鳥観察”です。子ども達と庭で過ごす時間が増えたことで、身近な自然の美しさに改めて

気づかされます。

数多の野鳥が我が家に訪れますが、中でも特に心を奪われているのが、あの桃太郎と鬼退治をしたといわれる「キジ」で

す。キジは一般的に警戒心が強く、人前に姿を現すことは少ないと言われていますが、我が家の付近をよくウロチョロして

いるので好感がもてます。キジは人間に気が付くととても素早く逃げ去りますが、その際につまずくのがかわいいです。実

は息子もよくつまずくので、その姿に親近感を覚えるのかもしれません。

美しい羽や、独特の「ケーン、ケーン」という鳴き声、堂々とした姿など魅力豊富なキジですが、どうやら日本を代表す

る『国鳥※』でもあるようです。（※日本鳥学会による選定）

野鳥観察を通じて、日常の中に小さな幸せや楽しみを見つけることができるようになりました。皆さんもぜひ、たまには

身近な自然に目を向けて、新たな発見を楽しんでみてください。

今市の自然を知る会さんが活動を始められて今年で38年、長年に渡り精力的に日

光市の自然の調査・保護活動を行っている団体の発足時からの会員で、現在は会長

を務められている駒倉さんにお話を伺いました。

団体が発足した1986年(昭和61年)当時の今市市は多くの自然に恵まれていたもの

の、自然や動植物の実態についての調査や文献記録がほとんどなかったそうです。

そこで、今市市歴史民俗資料館と一体となり、「自然に親しみながら自然や動植物

の実態を調査・研究し、記録に残し、必要なものについては保護をしていこう」と

活動を始めました。2006年の市町村合併に伴い、活動範囲を日光市全域に拡げて活

動を続けています。

活動の中心となる植物分布調査では、今までに「日光杉並木街道」「今市市の湿

地・河川敷・山地・全域」「日光山内地区」「土呂部地区」「奥日光地区」などエ

リアごとに調査を実施し、結果を図書刊行や報告書として記録に残しています。現

在は、「霧降高原キスゲ平園地」での調査、日光市内や近隣市町での自然観察会、

鬼怒川・多摩川・相模川付近にしか生息しない絶滅危惧種「カワラノギク」の保護

活動などを実施しているそうです。

報告書を拝見し、日光市には想像していた以上に多くの植物が生育し、その中に

は絶滅が危惧される植物も多くあることを知りました。同じ種類の植物でも土地ご

とに植物の持つ遺伝子が違うということも教えていただき、植物に対する関心が深

まりました。

駒倉さんは「会員さん達との交流を楽しみに、これからも頑張って活動を続けて

いきたい。」と笑顔で話されていました。これからの活動も応援しています。

この度はお話を聞かせていただきありがとうございました





　　

取材をお受けいただける団体さんがいましたら、お気軽にセンターまでご連絡ください♬

私の最近の楽しみは、庭での”野鳥観察”です。子ども達と庭で過ごす時間が増えたことで、身近な自然の美しさに改めて

数多の野鳥が我が家に訪れますが、中でも特に心を奪われているのが、あの桃太郎と鬼退治をしたといわれる「キジ」で

す。キジは一般的に警戒心が強く、人前に姿を現すことは少ないと言われていますが、我が家の付近をよくウロチョロして

いるので好感がもてます。キジは人間に気が付くととても素早く逃げ去りますが、その際につまずくのがかわいいです。実

美しい羽や、独特の「ケーン、ケーン」という鳴き声、堂々とした姿など魅力豊富なキジですが、どうやら日本を代表す

野鳥観察を通じて、日常の中に小さな幸せや楽しみを見つけることができるようになりました。皆さんもぜひ、たまには

カワラノギク保護活動

植物分布調査記録

植物分布調査




